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番
号

枝1 枝2 枝3 表題（内容） 年代 作成 宛先
形
態

点
数

備考

1 1
那智山大権現神輿再興奉加帳（閖上浜神輿大
破につき名取郡吉岡村那智山大権現再興のこ
と）

文化二丑年、
四月吉辰

禰宜・山田甚
太夫、肝入・
五郎七ほか５
名

志賀村・福松
様、五郎兵衛
様、庄兵衛様

状 2

1 2
小川村風土記御用書上、文久元年欠持被仰渡
手扣写、至文化九年（小川村人数、貴布祢神社
由来、屋敷数、村境など）

文化九年八月
志賀村肝入欠
持・孫太郎、
仮肝入和七

冊 1

1 3
（御蔵入諸償割分書上、志賀村洞林寺、岩蔵寺
など）

文政八年二月 肝入・六三郎 冊 1

1 4
（名取郡志賀村猟師鉄砲改証文、猟師拾四人・
鉄砲拾四挺）

文政十一年十
月

名取郡志賀村
御百姓鉄砲持
主・甚助・書、
右五人与合ほ
か１３名・与
合、同郡同村
肝入・五郎兵
衛、大肝入・
小野乙兵衛、
大友栄左衛門

冊 1

1 5

（名取南方志賀村御用留、往還海道南北浜より
増田町北入口迄、志賀村鉄砲改、歴代岩沼城
主、名取郡志賀村遊日、天下寺社御奉行被仰
渡条目、入寺御条目、名取南方志賀村肝入并
与頭者御訴之上候御事、御城御沙汰書写など）

寛政～安政年
間

高橋孫太郎な
ど

大友栄左衛門
など

冊 1

1 6
（御用留、名取郡志賀村無行衛人の人像・衣類
披露状の綴）

天保年間
御百姓、与
頭、仮肝入・
五郎兵衛

大肝入・小野
乙兵衛殿

冊 1

1 7 志賀村橋本皆人様御知行御物成勘定目録
天保四年十二
月中、天保六
年十二月

地肝入・五郎
兵衛

橋本皆人様
内・大友三郎
之助様

冊 1

1 8 名取南方志賀村田植計上 天保八年六月
かり肝入・六
三郎

仮大肝入・乙
兵衛殿

冊 1

1 9
（名取南方御給人橋本皆人様御知行、当不作皆
無高并無仕付等之地取調最前書上）

天保八年十二
月

志賀村仮肝入
并地肝入・五
郎兵衛

大肝入・小野
乙兵衛殿

状 1

1 10 名取郡志賀村橋本皆人様御知行当不作書上
天保十三年九
月

地肝入・五郎
兵衛

橋本皆人様
内・大友源太
夫様

状 2

1 11
萬諸御定書覚帳（諸役代金惣ニ被召上候ニ付、
南御郡中諸役并職人等御役代金惣割並、駄賃
御定）

天保拾壱年六
月

高橋五郎兵衛
写

冊 1

1 12
諸浪士名元附留帳（大番組東四番丁一、桜田三
郎左衛門殿など）

天保十一年正
月

肝煎方 冊 1

1 13 名取南方志賀村御帳附藪書上扣
天保十二年八
月

肝入・五郎兵
衛（印）

大肝入小野乙
兵衛殿

冊 1

1 14 名取南方志賀村田植書上扣
天保十四年五
月

肝入・五郎兵
衛（印）

冊 1

1 15

阿弥陀堂料名取郡南方笠島村ニ而御寄符被成
候処、死亡善左衛門跡地代百姓附願左ニ申上
候（南部出生の者に善左衛門跡地を被成下度
奉願のこと）

天保十四年二
月

①黒川郡宮床
村永宝寺無住
ニ付名取南方
植松村同宗弘
誓寺兼帯・役
僧（印）、文定
（花押）②小野
乙兵衛（印）③
内海信平

①内海信平
殿、②信平
様、三吉様③
矢野丙吉殿

冊 1

1 16 名取南方志賀村田植書上
天保十五年五
月

肝入・五郎兵
衛

冊 1

1 17 名取郡南方志賀村御帳附藪書上帳 弘化二年八月
肝入・五郎兵
衛

大肝入・小野
乙兵衛殿

冊 1
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1 18 名取南方志賀村田植書上 弘化二年六月
肝入・五郎兵
衛

冊 1

1 19 名取南方志賀村人数一紙書上
弘化三年二月
朔日

肝入・五郎兵
衛

冊 1

1 20
（御用綴、木幡又右衛門・橋本進・金子龍之助・
結城源右衛門・古内左近御知行銘書上）

文久元年六月
肝入・地肝入・
五郎兵衛

冊 1

1 21 名取南方志賀村御帳附藪書上帳 弘化三年八月
肝入・五郎兵
衛

大肝入・小野
乙兵衛

冊 1

1 22 名取南方志賀村田植書上 弘化四年五月
肝入・五郎兵
衛（印）

冊 1

1 23 名取南方志賀村御帳附藪書上帳（表紙のみ） 弘化四年八月
肝入・五郎兵
衛

冊 1

1 24
名取郡南方志賀村御野場証文帳（御野場之内
ニ而鳥之分取候義御停止のこと）

弘化四年二月

肝入・五郎兵
衛ほか組頭４
名、御百姓４２
名

御鳥見横目・
鈴木石中殿、
木名瀬今朝之
助殿

冊 1

1 25 名取南方志賀村田植書上 嘉永元年五月
肝入・五郎兵
衛（印）

冊 1

1 26
名取郡志賀村諸給人様御引留地形を以被召上
銘書上帳（橋本徳五郎、木幡又右衛門知行地の
こと）

嘉永元年八月
地肝入・肝入・
五郎兵衛

冊 1

1 27 名取南方志賀村御帳附藪書上帳 嘉永二年八月
肝入・五郎兵
衛

大肝入・小野
乙兵衛殿

冊 1

1 28 名取南方志賀村田植書上 嘉永二年五月
肝入・五郎兵
衛

冊 1

1 29 名取南方志賀村田植書上（貼紙あり） 嘉永二年五月
肝入・五郎兵
衛（印）

冊 1

1 30
私御知行名取郡志賀村□□（無行衛）甚七跡地
より代百姓附願申出候

嘉永二年二月
橋本徳三郎
（印）

佐藤儀左衛門
殿

冊 1 破損甚

1 31 1 （仮肝入任命状、五郎兵衛嫡子孫太郎） 十一月
本幸右衛門
（印）

状 2 破損

1 31 2
（肝入任命状・名取南方仮肝入孫太郎、肝入御
免願上・肝入五郎兵衛）

□（嘉）永五年
十一月～十二
月八日

本幸右衛門
（印）、肝入・
五郎兵衛（印）

小野乙兵衛殿 冊 1 破損

1 32
名取南方志賀村御百姓無行衛勘七跡地散田並
より代御百姓被立下度格之願左ニ申上候御事
（文書内包す）

嘉永四年七月

代御百姓預
人・徳左衛門
（印）ほか４
名、小川村肝
入・治兵衛、
地肝入・五郎
兵衛（印）

大肝入・小野
乙兵衛殿

冊 1

1 33
（寄進帳綴、祇園社本堂銅瓦建立寄進、堀内村
牛頭天王社梵鐘再鋳寄進、奉加帳）

文政三年～嘉
永五年

岩誓寺、宝寛
山帰命院、柴
田郡入間田村
祇園社別当・
大正院

志賀村・五郎
兵衛殿

冊 1

1 34
（知行録書上、古内弘見、木幡又左衛門、橋本
徳五郎・金子龍之助、古内左近）

嘉永六年六月
五右衛門、治
兵衛

冊 1 破損甚

1 35 名取郡志賀村出人帳・名取郡志賀村掛人帳
嘉永六年二月
朔日

仮肝入・孫太
郎（印）

冊 1

1 36

御町横目衆并大肝入衆より御指紙挨拶等入（小
野乙兵衛役所へ人派遣のこと、本幸右衛門より
村割頭役申渡のこと、百姓御用につき呼出のこ
となど）

嘉永六年九月 肝入孫太郎

御町横目・三
浦新之丞様、
栄之助様、大
肝入・小野乙
兵衛様

状 7 帯・包紙あり

1 37

御評定方御指紙并諸扣入（志賀村園治弟無届
矢ノ目足軽成居候こと、佐藤杢兵衛宛三番方矢
ノ目足軽無届のこと、御郡奉行被申聞のこと、評
定所罷出の証文、「御用」（小野乙兵衛書状）な
ど）

嘉永七年五月
廿五日

孫太郎、小野
乙兵衛、油重
三郎、佐源之
助、代官衆な
ど

状 15 包紙２枚あり
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1 38

名取南方志賀村御百姓新に家作願上諸扣入
（御百姓長蔵、大蔵、泉治、甚之丞、助吉後家女
なつ等の新規家作願及び図面、大友富蔵書状
など）

安政三年二月 肝入・孫太郎
冊・
状
10

1 39 名取郡南方志賀村野火証文帳
安政四年二月
朔日

肝入・孫太郎
ほか60名

大肝入・大友
富蔵

冊 1

1 40
（名取南方志賀村高改御判紙御勘定目録、安政
四～元治元年まで毎年分）

安政四年二月
～文久二年二
月

肝入・孫太郎
（印）

状 8

1 41
（石裂山御師湯沢豊後様御越、相対配札のこ
と）

安政四年三月 手代・俊蔵
肝入様中、検
断様中

状 2

1 42
（死亡届、孫太郎父五郎右衛門、孫太郎母、地
肝入八十治）

安政六年正
月、慶応二年
正月

三色吉村肝
入、志賀村組
頭、肝入孫太
郎など

大友富蔵様、
高橋直三郎
様、中山志摩
守様など

冊 3

1 43
安政六年正月六日夜父五郎右衛門様御病死ニ
付忌服願指上扣入（袋のみ、御菓子所・岩沼町・
餅屋長吉袋にあり）

肝入・孫太郎 袋 1

1 44
名取郡小川村水門懸越并埋堤為高樋橋帳（元
文三年扣・天明六年書上・天保拾弐年書上扣・
文久元酉年三月自分料ヲ以写置手扣）

同（文久）酉年
三月より慶応
四年辰年迄

志賀村肝入兼
帯小川村・孫
太郎

状 1

1 45 諸御触并御廻文写留
文久元年酉ノ
年

主立肝入孫太
郎

冊 1

1 46
名取郡南方小川村絵図仕立隣村境々相改無相
違分聞野帳（自分入料ヲ以写置手扣）

文久元酉年三
月

志賀村肝入・
長岡村、小川
村等兼帯肝入
孫太郎

冊 1

1 47 名取郡南方小川村高帳并屋敷帳
文久元年十二
月

志賀村肝入・
長岡村、小川
村兼帯・孫太
郎

冊 1

1 48
（古内左近様御知行、名取郡南方小川村・長岡
村）

文久元年六月

地肝入・五右
衛門（印）、志
賀村肝入・孫
太郎（印）

冊 1

1 49

志賀村牌所洞林寺え当夏江湖御預ケ被成壇中
より諸入用取立諸扣帳左ニ入（大般若・施餓鬼
執行のこと、仙府松音寺より四月中の江湖は不
如意につき勘弁のことの書状）

文久三年四月
仙府・松音寺・
役者（印）、肝
入孫太郎

名取郡志賀村
肝入・孫太郎
殿、寺世話
人・彦兵衛
殿、惣檀中
衆、大肝入大
友富蔵様

状 2 包紙あり

1 50
難渋者共え御手当被成下度願書扣并御下知巻
入（志賀村助吉後妻なつ、婿甚助へ手当願上の
こと）

文久三年三月
～六月廿五日

肝入・孫太郎
大肝入・大友
富蔵殿

状・
冊

4 包紙あり

1 51 諸上納金代納通帳 文久三年六月
兼帯肝入・孫
太郎

冊 1

1 52 小川村百文惣代上納通帳 文久三年四月 肝入・孫太郎 冊 1

1 53 志賀村百文惣代上納通帳 文久三年四月 肝入・孫太郎 冊 1

1 54 洞林寺江湖諸入料面附 文久三年四月 冊 1

1 55

小川村亀右衛門志賀村庄兵衛山畑操〔繰ヵ〕合
之地、庄兵衛弟江御高入ニ相成申候（文政二年
永代譲渡申証文之事、小川村百姓高被遊願左
ニ申出ル、古内喜左衛門書状、安田恒五郎・高
橋惣助書状、大友富蔵書状など）

文久参年五月 肝入・孫太郎
大肝入・大友
富蔵殿

状・
冊

7 包紙あり

1 56
名取南方小川村人別方御聞判帳（助三郎、久米
五郎病死のことなど）

文久四年正月

肝入・孫太郎
（印）、大肝
入・大友富蔵
（印）

九郎左衛門様
（印）、栄治様
（印）

冊 1
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1 57 名取南方小川村与頭助治奉願候御事 文久四年正月

①与頭・助治
（印）、肝入・
孫太郎（印）②
大肝入・大友
富蔵（印）

①大肝入・大
友富蔵殿②九
郎左衛門様
（印）

状 1 紙ハガレ

1 58 （病気につき長岡村肝入御暇願上のこと） 元治元年六月 右肝入・兵作
大肝入・大友
富蔵様

状 2

1 59
(長岡村肝入病気につき、志賀村肝入欠持のこ
と）

元治元年六月
大肝入・大友
富蔵

九郎衛門様
（印）、肝入・
孫太郎殿

状 3

1 60
文政年中御高分方御備金拝借被成下候分此度
より返納通帳

元治元年八月
肝入・孫太
郎、大肝入・
大友富蔵（印）

冊 1

1 61 □□〔名取〕郡南方三色吉村本地側目牒
安政六年～慶
応元年

肝入・平助、
肝入・半助

冊 2 破損甚

1 62 名取南方志賀村人一紙書上 元治二年二月 肝入・孫太郎 冊 1

1 63 名取南方長岡村田植書上 慶応弐年五月 肝入・孫太郎 冊 1

1 64 集義講頼母子金通帳 慶応元年五月 肝入・孫太郎 冊 1

1 65 名取郡長岡村諸役御改帳 慶応弐年八月 肝入・孫太郎 冊 1

1 66 名取郡長岡村雇御改帳 慶応弐年八月 肝入・孫太郎 冊 1

1 67 名取郡小川村諸役御改帳 慶応弐年八月 肝入・孫太郎 冊 1

1 68 名取郡小川村御雇人足御改帳 慶応弐年八月 肝入・孫太郎 冊 1

1 69
名取南方小川村月溜銭御買備米御印ニ付被成
下調書上

慶応弐年十二
月

肝入・孫太郎
（印）

冊 1

1 70
月溜銭ヲ以米買方諸扣入（米値段書付、孫太郎
宛大友富蔵書状など）

慶応二年十二
月

三ヶ村肝入・
孫太郎

状 4 包紙あり

1 71 （名取南方長岡村肝入兵作病死披露のこと） 慶応二年二月
志賀村肝入・
孫太郎

冊 2

1 72
植松御蔵え御買大麦御貸附（人名・数量書上、
大友富蔵書状など）

慶応二年十二
月九日

弥吉、与頭・
粂太郎、大友
富蔵

孫太郎 状 5 包紙あり

1 73 集義講頼母子金通帳（長岡村） 慶応弐年五月
大肝入・大友
富蔵（印）

冊 1

1 74
文政年中御高分乃御備金拝借被成下候分此度
より返納通帳（長岡村）

慶応弐年五月
欠持肝入・孫
太郎

冊 1

1 75
長岡村坪ノ内筒新規御据替御普請諸扣并通橋
向奉□□（筒御据替川原同懸越御据替御普請
御入料、小松三郎右衛門宛書状など）

寅三月 肝入・孫太郎 状 4 包紙あり

1 76 名取郡南方より御穀町出穀御郡割分村割 慶応三年夏 冊 1

1 77 名取南方小川村御帳附平藪書上帳 慶応三年八月 肝入・孫太郎 冊 1

1 78 人数請払入、志賀村・小川村
慶応元年・同
寅二年より

状 11 包紙あり

1 79
名取南方小川村月溜銭ヲ以御買備米御城下出
石備米難渋御百姓共へ御拂被成下金子御村役
付ト当十一月迄願候被成下証左ノ通

慶応三年三月
肝入・孫太
郎、鈴木長之
進など

大肝入・大友
富蔵殿など

冊 1

1 80
（名取南方小川村月溜銭御買備米調書上、名取
南方長岡村月溜銭請拂扣など）

慶応二年～慶
応三年

肝入・孫太郎 冊 15 綴紐あり

1 81
（名取南方小川村御百姓福松義十左衛門と名
改仕度願上のこと）

慶応二年三月
名改願人・福
松（印）

大肝入・大友
富蔵殿

冊 4

1 82 御村備籾拝借面附
慶応三年二月
～六月

冊 1

1 83 陸前国長岡村反別書上帳 冊 1

1 84
（席次書付帳、御一門衆より御宿郎迄是まては
番頭以上、着座より御召出迄是迄ハ詰所以上）

冊 1

1 85
（吉太郎持地書上、古内弘見様知行・木幡五七
郎様知行など）

冊 1

1 86
名取郡南方植松村柴田助八弟助六御高分之上
新人頭被立下度奉願上儀御事（写ヵ）

同郡屋敷柴田
助八

状 1

1 87 1 岩沼御要害藤巻泥拂丁場 状 1
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1 87 2 （人数割付書付、拾五番長沼・拾六番長沼中程）
明治四年未八
月十日

状 1

1 88
（志賀村絵図、名取郡絵図より書抜、大友富蔵
殿より拝借）

肝入・孫太郎 状 1

1 89 名取南方志賀村家作（絵図） 願人・三郎平 状 1

1 90

（長坂友之助宛書状、松前蝦夷地山越内御場所
二没にて御公儀御役人様に仕える、最上東根村
宇平殿よりの女をびのこと、ヲシヤマンヘ国印勘
之丞様迄御便のこと）

八月廿五日
松前ニテ・作
□□（右衛
門ヵ）

仙台南名取郡
志賀村・長坂
友之助様

状 3 包紙あり

1 91 名取郡小川村貴布祢神社境内杉松御拂請人記
明治十一年十
二月廿一日

布田仲治殿、
大村吉右衛門
殿

冊 1

1 92
（古人之言伝承を申候事、志賀村薬師堂に貞山
公様（政宗）来訪のこと）

高橋五郎兵衛
直昌（印）

状 2

1 93
（新儀幣之内、百圓・五拾圓につき見本不下渡、
別紙寸法刷色書相添のこと）

壬申八月十三
日

太政官
名取両所柴田
郡・宇田・亘理
郡・一等戸長

冊 1

1 94
（大友富蔵書状、植松肝入・六三郎病症にて御
役免のこと）

辰正月廿五日
大肝入・大友
富蔵

肝入・孫太郎
殿

状 1 包紙あり

1 95 （志賀村絵図） 状 1

1 96 （大友富蔵書状、当田内夫喰御貸付のこと） 辰四月廿日
大肝入・大友
富蔵

肝入・孫太郎
殿、五七郎殿

状 1

1 97
（大友富蔵書状、其村々自分備籾御貸付方御回
村のこと）

三月二日
大肝入・大友
富蔵

肝入・孫太郎
殿、地肝入・
吉三郎殿（印）
ほか

状 1

1 98 （孫太郎書状、小川村兼帯御免のこと） 慶応四年正月

志賀村肝入・
小川村長岡村
兼帯・御取締
肝入・孫太郎

大肝入・大友
富蔵殿

状 1

1 99
慶応四年自分備籾拝借致扣（志賀村、面附調、
植松御蔵米御拝借面付、名取南方長岡村肝入・
与頭申上候御事、大友富蔵書状など）

慶応四年
状・
冊
12

1 100
（慶応四年八月御馬飼料御割付大豆、御馬飼料
方より葉大豆上納・志賀村、覚、肝入宛文書な
ど）

慶応四年八月
状・
冊

7

1 101
御軍事方御用（打衝隊長舟山伝之助殿南長谷
村深山番兵小屋等為補理の打合のため出張の
こと）

辰ノ九月 弘見印 村々肝入中 状 1 包紙あり

1 102
（金銭割付帳、小川村、志賀村、長岡村など、上
納関係ヵ）

慶応三年～四
年

状・
冊
15

1 103 1 御軍用方御用金上納通帳（志賀村） 慶応四年四月 肝入・孫太郎 冊 1

1 103 2 此度御用金受取覚
安吉組、与五
郎組、惣吉組
など

状 1

1 104 1
長岡村御軍用方御用金（書付、軍用金54切余上
納につき）

（慶応４年）辰
ノ四月六日

長岡村・孫太
郎（印）

状 1

1 104 2 長岡村御軍用方御用金上納通帳 慶応四年四月 肝入・孫太郎 冊 1

1 105 （孫太郎母病死に対する悔やみ状） 正月十九日
橋本進内・千
葉佐内

名取郡志加村
ニ而・圓吉殿

状 1

1 106
北目村先年野山境一件（帳簿落丁ヵ肝入四名の
追放・復帰の経緯について、寛永～宝永の頃の
話）

状 1
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1 107 1 （書状、吟味承候事）
五月七日～五
月十一日

①兵庫方②四
郎右衛門方
③？縫殿之介
④庄豊三郎⑤
大肝入・大友
富蔵

①出入司②御
郡奉行衆え③
御代官衆④大
肝入衆⑤肝
入・源三郎
殿、五右衛門
殿、孫太郎
殿、平助殿、
十郎太殿、野
次右衛門殿

状 1 継目トレ

1 107 2
（願書写、岩沼要害における旧家臣の居住と年
貢上納の件）

明治二年五月
六日

古内左近介廣
居（印）

石母田備後
殿、石母田但
馬殿、遠藤文
七郎殿、ほか
3名

状 1

1 108
名取南方志賀村除寺除屋敷所持罷在候分より
御役金被召上候ニ付間数左ニ（正本２点と下書
き１点）

明治二年七月
曹洞宗・洞林
寺（印）

御代官衆 状 3

1 109
明治二巳年賃銭覚（「上」と記された包紙中にあ
り、「明治二年賃銭渡方帳入」と記された包紙同
封)

明治二年七月

小川村御百
姓・亀右衛
門、志賀村御
百姓・庄兵衛

状 2

1 110
（名取郡役所よりの指令書類、詳細不明、ならび
にほぼ同文の庄屋宛書類、帯封あり、長岡除寺
御役料に関する記入あり）

九月十八日～
十九日

状 3

1 111
名取南方長岡村除寺除屋敷所持罷在候分より
御役金被召上候ニ付間数左ニ（正本２点と書状
１点）

明治二年七月
曹洞宗・長徳
寺（印）

御代官衆 状 3

1 112
名取南方長岡村難渋候御百姓共見付夫喰所持
不仕候ニ付植松村雑石御蔵より拝借被成下度
奉願上候

明治二年八月

組頭・四郎右
衛門（印）、
同・松之助
（印）、肝入・
孫太郎（印）

大友富蔵殿 冊 1

1 113 加人高通帳（白紙あり、通帳の予備ヵ） 明治二年八月
志賀村・名主・
笠治

冊 2

1 114
名取南方志賀村庄屋組頭奉願上候御事（橋本
進知行地の年貢代金納に関する件）

明治二年九月

与頭・与市
郎、同・菊太
郎、同・安吉、
同・惣吉、庄
屋・孫太郎

大庄屋・大友
富蔵殿

冊 1

1 115
名取南方志賀村庄屋組頭奉願上候御事（赤子
養育手当下付願）

明治二年九月

与頭・与市
郎、同・菊太
郎、同・安吉、
同・惣吉、赤
子割当役・孫
左衛門、庄
屋・孫太郎

大庄屋・大友
富蔵殿

冊 1

1 116
（書状、志賀村洞林寺・長岡村長徳寺の御役金
につき吟味願い）

（明治２年）巳
ノ九月十日～
十一日

庄屋・孫太郎
→大庄屋・大
友富蔵（印）

御手代・伝蔵
様→名取郡御
役所

状 1 継目トレ

1 117 （願書綴、人別に関する届・願） 明治二年正月 状 1

1 118 1 （覚書、上納金・貸付金など書上） 状 5

1 118 2
（帯、御一新に伴う取締係御免願書扣の帯、中
身なし）

九月十五日 状 1

1 118 3 （包紙、反故の再利用、中身なし） 大友富〔蔵〕 孫太郎殿 状 1

1 118 4 （断簡、小川村・長岡などとあり） 状 8

1 119 （米高書上） 状 1

1 120 口上（御馳走に対し礼状） 四月十一日 孫太郎 弥左衛門様 状 1

1 121
（包紙、表書に「四月十八日　手形五枚　肝入与
頭中」とあり、中に付箋一点在中）

四月十八日 状 2
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1 122 1 御改帳（表紙のみ、中身なし） 肝入・孫太郎 状 1 虫損甚

1 122 2 （上納金書上、帳簿の落丁ヵ） 状 2

1 123 （反故、伝馬・新田等につき書付ヵ） 状 2

1 124
〔封筒〕(赤鉛筆で「文久元　小川村絵図　表具類
之別に」とあり」)

状 1

2 1 1 （山伏常光院の落飾願に関する往復文書）
午ノ十二月～
未四月七日

状 8

2 1 2 （人足・白米・松材の供出に関する文書）
（慶応４年）辰
ノ六月廿五日
～八月十九日

状 5

2 1 3
（村方書上、志賀村・小川村・長岡村・三色吉村
の分）

（明治5年） 冊 1

2 1 4
（地頭様焼失に対し頼母子より借上金の件、捕
亡よりの届けの件、岩切丑松の件、翻刻原稿あ
り）

状 3 1点継目トレ

2 2
名取郡南方志賀村男女質物手遣證文帳（表紙
のみ）

嘉永四年二月
朔日

状 1

2 3 1 小川小学校生徒（帳面、未使用） 松岡 冊 1

2 3 2
（高橋徳太郎家文書目録ならびに資料番号対照
表、旧市史作成目録とは別の目録

状・
冊

3

2 4
（志賀村絵図、志賀村薬師囲の地籍一覧、蚕繭
の産額票、産額票の裏に認可証下付申請の雛
形を書込み）

状・
冊

4 絵図は継目トレ

2 5 1
（材木駄送願書、長町八郎兵衛方へ杉板など五
拾七駄）

天保十五年四
月

志賀村百姓・
直吉（印）、同
村与頭・亀吉
（印）、同肝
入・五郎兵衛
（印）

大肝入・小野
乙兵衛殿

冊 1

2 5 2
（帳簿落丁、人馬動員帳、杉根草刈拂人足や南
部様御家中人馬に対し）

嘉永四年八月
晦日

状 1

2 5 3
志賀村大ひなた山草刈并御村中野山持村山共
ニ定之事

万延元年八月 肝入・孫太郎
与頭・粂太郎
殿

状 1 継目トレ

2 5 4 御年貢金之内（年貢金の預かり高書上げ）
文久弐年十月
十七日

状 1

2 5 5 （書状、上納金不納分の取立てについて）
（文久３年）い
の七月廿二日

大友富蔵
志賀村肝入・
孫太郎殿

状 1 継目トレ

2 5 6 （年貢金納額書上げ） 慶応二 冊 1

2 5 7 （封筒、「小川村絵図」、中身なし） 慶応 状 1

2 6 地形永代分譲リ證文之事 天保九年四月

当村遜人・助
吉・後家女
（印）、同組
合・卯之助
（印）、ほか８
名

当村・直吉
殿、又右衛門
殿

状 1 継目トレ

2 7
（書状、藩主上京の祝儀として恩赦の手続につ
いて、付札と思われる紙片と、鷹硯寺差出・洞林
寺宛先の包紙あり）

（文久３年）亥
七月廿八日～
八月廿三日

①雅楽、土
佐、出雲、小
十郎②宮澤左
平③竹駒寺

②竹駒寺③岩
沼・高福寺、
小川村・蓮花
寺、岩沼・光
明院、南長谷
村・真殊院、
寺嶋・正福
寺、矢ノ目村・
神前寺

状 5 継目トレ、後欠

2 8 1
（帳簿落丁ヵ、北目村・小川村・長岡村・志賀村
からの差出人足書上、志賀村諸寺院書上）

二月六日 状 1

2 8 2
明治二年九月十七日岩沼御要害御沼藻巻泥拂
人足割

明治二年九月
十七日

冊 1
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2 8 3 （御一新により取締係兼勤御免願） 明治二年九月

下野郷村庄
屋・御取締係・
彦三郎、植松
村・同・六三
郎、杉ヶ袋村・
同・与左衛
門、増田北
町・同・善蔵、
本郷村・同・五
右衛門、志賀
村・同・孫太郎

大庄屋・大友
富蔵殿

状 1

2 8 4 （書状、植松よりの備籾貸付の件）
巳ノ八月十二
日

大肝入・大友
富蔵

肝入・孫太郎
殿

状 1 継目トレ

2 8 5
（書状、古内左近介家臣の要害廻り取締と家臣
への奉公人指出につき願書）

明治弐年五月

三色吉村肝
入・平助、北
長谷村肝入・
十郎太、岩沼
郷・源三郎、
堀内村受持肝
入・弥治右衛
門、本郷村肝
入・小川村受
持・五右衛
門、志賀村肝
入・長岡村兼
帯・孫太郎
（印）

大肝入・大友
富蔵殿

状 1 継目トレ

2 8 6
御盆礼（書状下書きヵ、脇用水を稲荷山より通ず
る件につき）

状 1

2 8 7 （書状、取締係御役御免願の指上方依頼）
（明治２年）ミノ
九月十六日

庄屋・孫太郎
庄屋・六三郎
様

状 1

2 8 8
（帳簿落丁ヵ、長岡村鎮座書上・長岡村野原山
林等書上）

明治二年五月
与頭・松ノ助・
肝入・孫太郎

状 1

2 8 9
（願書、長岡村百姓高橋与四郎改名願、大肝入
よりの付札貼付、二重に包紙あり）

（明治４年）辛
未十月

①右願人・高
橋与四郎（印）
②副戸長・高
橋孫太郎（印）

②第一区戸
長・大友富蔵
殿

状 1 付札継目トレ

2 8 10
明治二年九月十七日岩沼御居館廻リ沼藻巻御
人足（人数・代金書上）

明治二年九月
十七日

主立・源之
丞、与頭・与
市郎、同・惣
吉、庄屋代・
戸市

状 1

2 9 1
（御用留ヵ、大肝入や取締係肝入宛の願書を書
留め、繭相場のため難渋のもの他所出につき吟
味の件、不作につき夫食米不足の件など）

慶応三年二月
～五月

冊 1

2 9 2
（報告書、川上村軍事方仮〆リ役巡回に対し異
変なき旨報告の件）

（慶応）四年
与頭・惣吉、
肝入・孫太郎

大肝入・大友
富蔵様

状 1 虫損甚だし

2 9 3
（鉄砲改め証文の一部ヵ、猟師鉄砲について、
裏面に夫食米についての書付あり）

慶応三卯年十
二月

肝入・孫太郎 状 1 一部破損

2 9 4 （軍事方加人馬面附につき書状）
（慶応４年）辰
ノ六月九日～
十日

状 1 虫損あり

2 9 5
（願書下書きヵ、小川村・長岡村兼帯のところ、
小川村兼帯御免願、包紙に「上」とあり）

慶応四年正月

志賀村肝入・
小川村長岡村
兼帯御取締係
肝入・孫太郎
（印）

大肝入・大友
富蔵殿

状

2 9 6 （出働きにより欠人につき拂証） 慶応四年正月
柴田郡富沢村
肝入・逸平
（印）

名取南方長岡
村肝入・孫太
郎殿

状 1 前欠

2 9 7
慶應四年五月十八日郡中寄合ニ而被仰渡候事
（御用金の石納について）

慶応四年五月
十八日

名代・粂太郎 状 1
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2 9 8 （藤場御蔵米の精米日程につき誓約書） 三月廿六日
弥吉、副頭
取、与頭中

肝入・孫太郎
様

状 1

2 9 9
（鉄砲改め証文、下書きヵ、裏面に「御軍用方御
用金上納通帳」とあり）

慶応四年四月
兼帯肝入・孫
太郎

状 1 虫損あり

2 9 10
（書状綴、岩沼御居館廻り堀藻巻の御用立品に
関する書状）

明治二年九月
十五日～十六
日

冊 1
虫損あり、継目トレ、書簡1点が落
丁ヵ

2 10 1 1 （書状、御用石から北方兵糧米として駄送の件） 六月三日 大友富蔵
右村々肝入衆
中

状 1 継ぎ目トレ

2 10 1 2 （御用石納入証、名取南方長岡村分） 慶応四年六月
長岡村肝入・
孫太郎

中田町御役所 状 1

2 10 2
（文書綴、名取南方長岡村百姓古住竹三郎新規
家作願など、）

明治五年正月
～二月六日

冊 1 付札と思われる紙片あり

2 10 3 覚（売上金請取、金六切百拾七文） □月十八日 鎌田屋林三郎 高橋孫太郎様 状 1 上部破損

2 10 4
（願書、奥書のみ、願の内容は不明、裏に絵図
あり）

同村地肝入・
六郎兵衛

橋本市兵衛様
御内・相田利
兵衛、同御
内・山口久右
衛門様

状 1 前欠

2 10 5
長岡村中民以上人数調（人名と年貢金高？書
上）

状 1

2 10 6 （書状、御用金不納分急速上納すべき旨申渡）
（慶応４年）辰
ノ五月三日

大肝入・大友
富蔵

状 1 継目トレ

2 10 7 （一期証文雛形） 状 1

2 10 8 （年貢米付札ヵ、すべて志賀村内） 状 5

2 10 9 （長岡村天王社内の杉拂下に関する文書）
明治五年四月
四月晦日

状 2

2 10 10
（惣吉の村送り状、岩沼居館水汲方への召仕の
ため）

四月五日
中？村・又五
郎（印）

志賀村 状 1 虫損あり

2 11 （百姓亀右衛門土地相続に関する書状）
安政七年二月
～万延二年二
月

16

2 12 御筋惣面附（小札三枚、割付先書上） 酉四月七日 長岡村 状 1 継ぎ目トレ

2 13 1
（長岡村六反田・堀ノ内水門普請につき人足・入
料等書上）

明治三年十一
月

与頭、庄屋・
倉治

大肝入・大友
富蔵殿

冊 1

2 13 2 （六反田の用水揚水門仕様書） 状 1

2 13 3
明治四年春名取南方長岡村用水六反田水門并
堀ノ内水門弐ヶ所御伏替欠岩根留柵御普請御
入料請拂（書付）

（明治４年）五
月

御百姓代・高
橋倉治、村
長・高橋孫太
郎

冊 1

2 13 4 （水門普請につき材木・人足書上） 十一月二日 冊 1

2 13 5 慶應三年春用水方御普請ヶ所差分請拂（書付） 慶応三年 冊 1

2 13 6
（人足割付書付、水路普請や屋根の葺き替えな
ど）

文久元年九月
～文久二年三
月

冊 1

2 13 7 文久弐年三月　小川村当春御普請受拂帳 文久弐年三月
兼帯肝入・孫
太郎

冊 1

2 13 8
（書状、小川・長岡・志賀各村の証文御用につき
至急持参の事）

（明治５年）申
三月廿八日

大友郡長
志賀村長・高
橋孫太郎殿

状 1 継ぎ目トレ

2 13 9
元治二年春小川村車筒御伏替御普請え召仕候
人足日拂帳

元治二年二月 肝入・孫太郎 冊 1

2 13 10 （手習い帳面、肝入関係の文例） 孫太郎 冊 1

2 14
（志賀村・小川村・長岡村の小学校設立出資者
に対する賞状、出資者名簿つき）

明治六年五月
宮城県七等出
仕・宍戸昌

状 1
大判の文書が３つに分かれ、それぞ
れの継目トレ

2 15 1 （帳簿落丁ヵ、質物証文雛形などを記載） 天和二年 状 2 綴じ穴あり

2 15 2
（書状、橋本市兵衛家中へ奉公の者当村希三郎
室に縁組のため永代御暇につき代人の件）

寛政拾弐年二
月

長岡村肝入・
孫惣（印）

右御内・相田
利兵衛殿

状 1 虫損あり
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2 15 3 人数帳之系ニ而申上候事（切支丹改証文）
文化九年二月
朔日

名取郡植松
村・真言宗・弘
誓寺（印）、覚
俊（印）

状 1

2 15 4 （切支丹改証文）
文化十五年二
月朔日

名取郡植松
村・真言宗・弘
誓寺（印）、周
（印）

状 1

2 15 5 御知行高手作場セ代改調牒
文政十三庚寅
年十月

冊 1

2 16 （文書綴、雈子射稼・魚漁稼の請書控）
（明治５年）壬
申十一月

（二等戸長・高
橋孫太郎）

冊 1

2 17 （文書綴、強盗押入り被害につき届）

天保十年七月
～（明治５年）
壬申十一月廿
八日

冊 1

2 18
（書状綴、伊達家より割付の馬食葉大豆の為替
金取立てにつき、郡山の安斎仁左衛門の申し立
てに関する件）

（明治５年）壬
申三月十九日
～六月九日

冊 1

2 19
（田畑面積石高書上、雛形ヵ、封筒に「第十五大
区」「明治五年」とあり）

（明治前期） 冊 1

2 20
（所有地面積・石高・地価書上、八幡囲・熊野囲
の分）

（明治前期） 冊 1

2 21
（所有地面積・石高・地価書上、薬師囲・大日囲
の分）

（明治前期） 冊 1

2 22
地所売買譲渡ニ付地券渡方規則（写本、後半の
み、封筒に「明治七年」とあり）

（明治前期） 冊 1

2 23
第拾五大区名取郡南方小七区志賀村長岡村小
川村三色吉村右四ヶ村年数地積無有調書上
（欄外に「五月十九日両通指上扣」とあり）

（明治５年）壬
申五月（19日）

小七区副戸
長・布田新之
助、同・猪股
庄六、二等戸
長・高橋孫太
郎

宮城県御庁 冊 1

2 24 1
（通達写、太政官・教部省・宮城県からの達、大
友一等戸長より回達された文書の写、余白に回
達の日付あり）

（明治５年）壬
申六月廿八日
～七月廿九日

冊 1

2 24 2
（通達写、管内取締につき宮城県よりの通達、一
等戸長より回達された文書の写、余白に回達の
日付あり）

（明治５年）壬
申七月廿八日
～廿九日

冊 1

2 24 3
（通達写、博覧会への出品手続につき宮城県よ
りの通達、一等戸長より回達された文書の写）

（明治５年）壬
申五月～廿八
日

冊 1

2 24 4
（通達写、売女営業取締につき宮城県よりの通
達、一等戸長より回達された文書の写、余白に
回達先の記入あり）

（明治５年）壬
申七月～七月
廿八日

大友一等戸長 状 1

2 24 5
（通達写、实印の保管につき太政官達および实
印登録につき宮城県の通達、一等戸長より回達
された文書の写、余白に回達先の記入あり）

（明治５年）壬
申七月～七月
廿九日

大友一等戸長 冊 1

2 24 6
（通達写、貨幣贋造の禁止につき宮城県の通
達、一等戸長より回達された文書の写、余白に
回達先の記入あり）

（明治５年）申
七月廿四日

大友一等戸長 冊 1

2 24 7
（通達写、太政官・教部省・宮城県からの達、大
友一等戸長より回達された文書の写、余白に回
達の日付あり）

（明治５年）壬
申八月六日～
廿日

冊 1

2 24 8
（通達写、貢米積河岸・津出場所の取調につき
宮城県からの達、大友一等戸長より回達された
文書の写、余白に回達の日付あり）

（明治５年）壬
申八月八日～
十日

大友一等戸長

二等戸長・渋
谷太惣右衛門
殿、同・高橋
孫太郎殿、
同・大泉承運
殿

冊 1



高橋徳太郎家文書目録

2 25
（宮城県よりの通達綴留、生活規範について、在
郷士族への扶助米支給について、イグネの伐採
について、など）

（明治５年）壬
申八月七日～
拾日

冊 1

2 26
（通達写、弾薬売買の者届出の件につき宮城県
からの達、大友一等戸長より回達された文書の
写、余白に回達の日付あり）

（明治5年）壬
申正月～八月
四日

大友一等戸長 冊 1

2 27 1

記（巡回官吏・宮城県からの通達写、田畑等の
状況につき報告の件、検見巡見に対し報告書作
成の件、大友一等戸長より回達された文書の
写）

（明治5年）壬
申八月九日～
八月十三日

冊 1

2 27 2
第十五大区名取南方小七区志賀村（検見巡回
に対する報告書下書き）

（明治5年）壬
申八月

高橋圓吉、布
田新之助、高
橋孫太郎

宮城県御庁 冊 1

2 28
第十五大区名取南方小七区長岡村（検見巡回
に対する報告書）

（明治5年）壬
申九月

百姓代・高橋
倉治（印）、副
戸長・布田新
之助（印）、二
等戸長・高橋
孫太郎（印）

冊 1

2 29
貢米積河岸及津出場所里数書上（2-24-8に対
する提出書類ヵ）

（明治５年）壬
申九月

第十五大区小
七区・志賀
村、長〔岡
村〕、小川村、
三〔色吉村〕

宮城県御庁 冊 1 虫損あり

2 30
名取南方志賀村御百姓直吉奉申上候御事（杉
伐採に関する願）

天保十四年十
一月

志賀村御百
姓・直吉、五
郎兵衛

大肝入・小野
乙兵衛殿

状 1 継目トレ

2 31
村鑑帳案（作成者肩書に「何郡何村村長」とあ
り）

（明治４年頃） 冊 1

2 32 （地籍図、志賀村薬師囲の分） （明治４年頃） 状 6 継目トレ

2 33 鉄砲取締規則（写本）
（明治５年）壬
申正月

太政官 冊 1

2 34 高反別調書上（雛形）
明治五年壬申
三月

右村・百姓代
印、副村長
印、村長印

宮城県御役所 冊 1

2 35 （鉄砲改め綴）
（明治５年）壬
申四月十五日

村長・高橋孫
太郎

冊 1

2 36
名取郡南方志賀村御郡御備籾植松御蔵より拝
借證一札之事

（明治５年）壬
申四月

百姓代・高橋
圓吉、百姓
代・高橋倉
治、百姓代・
布田新之助、
村長・高橋孫
太郎

大友郡長殿 冊 1

2 37
陸前国名取郡南方志賀村銘下年籾的之分年数
残并起返無年貢年数明銘下被成下度奉願上候

（明治５年）壬
申六月

冊 1

2 38 村吏〔撰定〕心得
（明治５年）壬
申三月

郡長・村長 宮城県庁 冊 1

2 39
代取立御覚（代金取立覚書、百姓名前書上なら
びに寺社関係書上）

三月 冊 1

2 40 名取郡南方志賀村一紙極帳 明治弐年 肝入・孫太郎 冊 1

2 41 1
（死亡届、長岡村・小川村両村肝入八十治病死
につき）

万延二年三月
志賀村肝入・
孫太郎

大肝入・大友
富蔵殿

状 1

2 41 2 諸材木直段（本数・代金書上げ） 冊 1

2 41 3 （死亡届、母病死につき） 正月十二日 肝入・孫太郎
三色吉村肝
入・平助殿

状 1

2 41 4 （死亡届、御村締副頭役勇太病死につき）
元治元年十一
月（18日）

肝入・孫太郎
大肝入・大友
富蔵殿

状 1

2 41 5
（書状綴、長岡村肝入八十治の父兵作病死に関
する取扱の件）

嘉永五年十月
志賀村肝入・
五郎兵衛

大肝入・小野
乙兵衛殿

冊 1 付箋トレ

2 41 6 村御備籾面付（俵数・人名書上） 状 1 継目トレ
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2 41 7
（書状、孫太郎父母の死亡に対する服忌の件な
ど）

（慶応２年）寅
ノ正月廿八日

大友富蔵、渡
邉哲平

志賀村肝入・
孫太郎殿

状 4 継目トレ

2 41 8
（書状、孫太郎父五郎兵衛の病死に対する服忌
の件）

安政五年正月
（８日）～二月
七日

三色吉村肝
入・久助（印）

状 2

2 41 9 慶應三年返納籾、孫治組（俵数・人名書上） 慶応三年 状 1

2 42
名取南方長岡村御帳附平藪書上帳、扣（藪面積
ならびに竹本数・寸法書上）

明治三年八月 仮庄屋・庫治 冊 1

2 43
（古内左近介旧臣帰農者による開拓願関係文
書）

明治三年十月
状・
冊

3

2 44 名取郡長岡村、手扣（村高書上）
明治三年十一
月

肝入・高橋倉
治、与頭・長
田庄六、同・
高橋茂八

冊 1

2 45
（目録、同封の包紙に「明治三年分水路色々代
銭御人足上納并御勘定御目録入」とあり）

明治元年
長岡村、志賀
村

状・
冊

4

2 46 名取郡南方志賀村租税小割〔帳ヵ〕 明治三年 庄屋・戸〔市〕 冊 1 虫損により小口が欠落。

2 47 （戸籍壱紙綴り、小川村・長岡村・志賀村分） （明治期） 冊 1

2 48 名取南方小川村、手扣（御用留） 明治三年六月

右村庄屋・新
之助（印）、同
組頭・忠治
（印）、同同・
常治（印）

冊 1

2 49 明治四辛未死亡取調書上
明治四年辛未
十二月

陸前国名取郡
南方小川村
口・真言宗・蓮
華寺

冊 1

2 50 （戸籍雛形ヵ） 冊 1

2 51 （村方書上雛形ヵ） 冊 1

2 52 （文書綴、名取郡南方志賀村百姓地形遜願）
明治三年八月
～十月

冊 1

2 53 （村人数一紙書上、志賀村・小川村・長岡村分） 明治四年二月 冊 1

2 54 名取郡南方長岡村平民族籍
明治四辛未二
月朔日

兼民籍戸長・
高橋孫太郎

冊 1 虫損甚

2 55
明治四年春名取南方長岡村六反田并堀ノ内前
水門御普請被成置処？を以願上候（願書、水門
関係の書状を挿みこみ）

明治三年十一
月

庄屋・倉治
大肝入・大友
富蔵殿

冊 1

2 56 四人前（村役人の役料米請取帳）
明治四年七月
～十二月

名取郡南方志
賀村長岡村小
川村三ヶ村扱
村長・兼民籍
副戸長・高橋
孫太郎

冊 1

2 57 （水門普請入料の渡下しに関する文書） 明治四年
状・
冊
16 包紙で２つに分割、括り紐あり

2 58 1 （蔵米貸付・拝借に関する文書）
（明治５年）四
月二日

状 2

2 58 2 （人別改・鉄砲改関係文書）
（明治５年）壬
申四月

状 4

2 58 3 面附覚（籾俵数書上） 八月 状 1

2 58 4 明治五年長岡村御？入方え惣会いたし候御事
明治五年十月
廿四日～十一
月七日

状 1

2 58 5 諸上納金代通帳
明治五申年四
月十五日～十
月

小七区二等戸
長・高橋孫太
郎、同副戸
長・布田新之
助

冊 1

2 58 6 （長岡村における畑一条に関する文書）
明治五年十一
月

状 7
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2 58 7 摘書覚（行政用の語彙と語義を列記したもの）
明治十七年二
月吉日

冊 1

2 59 1 博物覚帳（植物の性質・用途等を列記したもの）
明治十七年三
月吉日

冊 1

2 59 2 （村賃からの支出につき願書および願書綴） 明治四年四月
村長・高橋孫
太郎

2

2 59 3 （書状、植松御蔵への籾返納の件）
（明治元年）辰
十一月廿二日

大友富蔵（印）
孫太郎殿、吉
三郎殿

状 1 継目トレ

2 59 4
名取郡志賀村橋本進様御知行御切米〔搗ヵ〕小
割帳

文久元年
地肝入・孫太
郎

状 1 表紙のみ

2 59 5 長岡村入作岩沼郷并小川村入作諸納金 状 1

2 59 6 （寺社等よりの上納金届書）
明治四年四月
一日

長岡村 状 1

2 59 7 1 明治四年分（給米割分に付き書付）
明治五年四月
晦日

高橋孫太郎
旧庄屋・高橋
倉治様

状 1

2 59 7 2
（番組・伍長書上げ、田中屋敷・日向屋敷などと
あり）

状 2

2 59 8
（封筒、「明治五年？小川村印鑑帳（一部のみ）」
とあり、中身なし）

状 1

2 59 9 （金銭書上、上納金の書上ヵ）
明治五年四月
晦日～七月十
八日

状 2

2 59 10 （番号札代金書上）
明治五年三月
廿八日～廿九
日

冊 1

2 60 1 （書状、沸酒渡世願書）
（明治４年ヵ）
未ノ四月十日

附屋・伊藤宮
五郎

大友富蔵様、
小倉三五郎様
（印）

状 1

2 60 2
（書状、長岡村猫堤・栗木堤における魚漁御免
願に関する書状）

明治四年四月
十一日～十三
日

状 3

2 60 3 地形永代遜證文之事
明治四年未四
月

岩沼南町・高
沢庄内、同親
類・佐藤清右
衛門、同組
合・阿部惣
吉、長岡村指
南人・卯右衛
門→岩沼郷組
頭・渡邉安右
衛門、同村
長・八嶋源
輔、長岡村
長・高橋孫太
郎

志賀村・菊太
郎殿

状 1

2 60 4 地形永代遜渡證文之事 明治三年八月

志賀村八作分
地形永代遜渡
人・長七、同
親類・梁治、
ほか４名

岩沼郷・長右
衛門殿

状 1 継目トレ

2 60 5
名取南方小川村本地銘下年数継被成下度奉願
上候御事

明治四未年四
月

百姓代・布田
新之助（印）、
村長・高橋孫
太郎（印）

郡長・大友富
蔵殿

冊 1 包紙共

2 60 6 （書状、小川村堤山における開拓に関する件）
（明治４年）辛
未四月

状 7 帯封共
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2 61 1
（書状、小川村内における堀内村・岩沼郷用水
埋樋普請の延引願）

明治四年六月

堀内村長・高
橋平六、岩沼
郷村長・八嶋
源助、小川村
長・高橋孫太
郎

郡長・大友富
蔵殿

状 1 包紙共

2 61 2
（書状、北目村松林寺境内地の竿入に関する
件）

明治四年八月
三日～四日

大友郡長
志賀村長・高
橋孫太郎殿

状 2

2 61 3 （書付、雈子討場の運上に関する願書） 明治四年八月 冊 1

2 61 4 （小川村の村鑑）
明治四年九月
廿日

高橋孫太郎 冊 1

2 61 5 （屋敷平面図、封筒に「蓮華寺屋敷図」とあり） 状 1

2 61 6 （小川村人別関係書上、包紙に「懐入方」とあり） 明治四辛未年 小川村 5

2 61 7 小川村　諸上納金代納通帳 明治四年六月
村長・高橋孫
太郎（印）

冊 1

2 62 1 （田畑高書上、志賀村の高橋乙吉持高分） 冊 1

2 62 2 （書状、小川村用水懸り水門普請の件）
（明治４年）未
ノ四月四日

村長・高橋孫
太郎

状 3

2 62 3
（書付、名取南北諸請負人の運上不納・年数明
につき書付）

（明治５年）未
ノ四月

鉱山方 状 1 継目トレ

2 62 4
（包紙、「教道〔導〕職取締人撰人札」とあり、中
身なし）

名取郡南方小
川村・蓮花寺
住職・横山峰
覚

状 1

2 62 5 （植松御蔵よりの籾拝借につき面附帳面）
慶応四月閏四
月～六月

与頭・与市郎
肝入・孫太郎
殿

冊 2

2 62 6
（願書、小川村鎮守貴布祢社境内に植立の松払
下の件）

明治四年五月

御百姓代・布
田新之助
（印）、村長・
高橋孫太郎
（印）

郡長・大友富
蔵殿

状 2

2 62 7
明治四年五月蓄産方請取甚弥様御廻村御道割
（書付下書きヵ）

明治四年五月 状 1

2 63
（封筒、未使用、「高橋徳太郎家文書」スタンプあ
り）

状 1

2 64 〔貼紙〕□百拾番　善五郎 状 1

3 1
名取郡南方志賀村御蔵入新田荒所起返之地弘
化三年より地形を以御引除御物成別極小割帳
（帳簿の表紙、中身なし）

嘉永五年
肝入・五郎兵
衛

状 1

3 2 永代地形譲リ證文之事（田畑譲渡につき）
天保九年十二
月

①□人・甚
□、ほか２名
判読不納②同
村組頭・亀吉
（印）、ほか４
名判読不納、
同肝入・五郎
兵衛（印）

②同村・直吉
殿、五右衛門
殿

状 1 継目トレ、破損甚

3 3
（文書断簡、御用留落丁、苗書上、包紙２点、括
り紐２点など）

状 5 破損甚

3 4
宮城県陸前国名取郡志賀村地図（包紙、中身な
し）

明治廿年第三
月

編者・板橋定
幸

状 1 破損甚

3 5
（文書断簡、手習い反故、医書の落丁、書状な
ど）

状 14 継目トレ、破損甚

3 6 (括り紐、文書、付箋などの近世文書の断簡） 状
複
数

破損甚し

3 7
(包紙、志賀村往古絵図入、万治元年、四ヶ村用
水猫堤立樋朽損候付、立替御普請積リ入）

包
紙

2


